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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
（
シ
リ
ー
ズ
⑰
）
で
は
、
５
月

　

日
に
行
わ
れ
た
交
通
政
策
審
議
会
か
ら

12国
土
交
通
大
臣
へ
の
答
申
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
月　

日
に
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が

20

建
設
、
営
業
主
体
に
指
名
さ
れ
、　

日
に

26

は
整
備
計
画
の
決
定
、　

日
に
は
建
設
の

27

指
示
が
出
さ
れ
、
大
き
く
事
業
が
前
進
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
６
月
７
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海

が
手
続
き
の
一
環
と
し
て
「
中
央
新
幹
線

（
東
京
都
・
名
古
屋
市
間
）
計
画
段
階
環

境
配
慮
書
」（
以
下
配
慮
書
）
を
公
表
し
、

そ
の
中
で
、
県
内
の
中
間
駅
に
つ
い
て
、

中
津
川
市
西
部
を
位
置
と
し
て
選
定
し
た

こ
と
、
ま
た
、
車
両
基
地
に
つ
い
て
も
、

当
市
内
に
設
置
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
（
ル
ー
ト
は

３
㎞
幅
、
駅
候
補
地
は
直
径
５
㎞
の
円
・

配
慮
書
本
編
４
章
４
倆　

頁
、
４
倆　

頁

24

15

参
照
）

　

６
月
９
日
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設

促
進
岐
阜
県
期
成
同
盟
会
、
平
成　

年
度

23

定
期
総
会
（
左
下
参
照
）
終
了
後
に
、
Ｊ

Ｒ
東
海
に
よ
る
今
回
の
配
慮
書
に
示
さ
れ

た
概
略
の
ル
ー
ト
や
駅
な
ど
に
関
す
る
説

明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
ま
ず
、
ル
ー
ト
の
検
討

に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、
①
恵
那
山
を
避

け
北
側
を
通
過
。
②
断
層
は
出
来
る
だ
け

避
け
、
横
断
す
る
場
合
は
最
短
で
横
切
る
。

③
自
然
公
園
内
を
極
力
避
け
る
。
④
東
濃

西
部
の
ウ
ラ
ン
鉱
床
を
避
け
る
。
な
ど
の

条
件
に
よ
り
、
概
略
ル
ー
ト
が
選
定
さ
れ
、

次
に
、
そ
の
ル
ー
ト
上
で
駅
位
置
が
検
討

さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
位
置
に
関
し
て
は
、
中
津
川

市
西
部
以
外
に
も
、
恵
那
市
街
地
や
土
岐

市
の
東
海
環
状
自
動
車
道
交
差
部
、
多
治

見
市
の
太
多
線
と
の
交
差
部
等
も
検
討
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
①
地
上
駅
の
設

置
が
可
能
な
こ
と
。
②
既
存
駅
や
高
速
道

路　

に
近
接
し
て
い
る
こ
と
。
③
環
境
へ

IC

の
影
響
が
少
な
い
こ
と
。
④
周
辺
整
備
も

含
め
て
用
地
確
保
が
し
や
す
い
こ
と
。
な

ど
の
条
件
を
満
た
す
中
津
川
市
西
部
が
選

定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
車
両
基
地
に
つ
い
て
も
、
始
発

駅
（
名
古
屋
）
か
ら
近
く
回
送
時
間
が
短

く
な
り
、　

〜　
　

必
要
と
す
る
用
地
の

60

70
ha

確
保
が
可
能
な
中
津
川
市
西
部
を
選
定
し

た
と
い
う
説
明
で
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
ル
ー
ト
や
駅
、
車
両
基

地
に
関
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
の
考
え
方
が
示
さ

れ
、
今
後
、
環
境
影
響
評
価
に
基
づ
く
調

査
と
と
も
に
、
本
格
的
な
協
議
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
 

 h
ttp
://jr-c

e
n
tra
l.c
o
.jp
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
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中
間
駅
位
置
選
定
に
関
す
る

 
Ｊ
Ｒ
東
海
の
説
明

リニア県期成同盟会開催

　リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟会（会長

古田肇岐阜県知事）の平成23年度定期総会が、６月９

日㈭、関係者約５００人が参加して東美濃ふれあいセン

ター歌舞伎ホールで開催されました。

　大山市長の「同盟会で目指してきた１県１駅の設置

が表明されたことは喜ばしい。関係者の皆さんへ感謝

する。当市が選定されたことは光栄であり、県下全体

の発展につながるよう皆さんと力を合わせて取り組ん

でいきたい」という開会の言葉で始まり、会長である

古田知事のあいさつ、御来賓祝辞の後、議案審議が行

われました。

　また、中間駅の建設費用

負担に関する地元負担の軽

減および国の関与、県内駅

利用者の利便性向上のため

のダイヤ編成、「リニア中央

新幹線地域づくり研究会」

への参加など７項目につい

ての決議も採択されました。

配慮書　本編　第４章４−24頁の記載 

猿検討対象
　概略ルート上で、岐阜県から要望のある東濃
地域のうち、明かり区間で既存鉄道と近接する
中津川市西部にて検討を行った。 

猿中間駅の概略位置
　・・道路、鉄道双方の利便性が高い中津川市西

部に設置する。
　・・今後、具体的な位置を確定するにあたって

は、駅周辺整備との整合等を図るため、関
係機関と調整を進める。

中津川市西部では、ＪＲ中央線と並

行する形で、約20ｍの高さの地上駅

で計画可能である。

技術的設置

可能性

（鉄道）ＪＲ中央線の既存駅に近接し

ている。

（道路）中央自動車道とのアクセスは

容易である。

利便性

できる限り高架橋の高さを低くする

など、環境への配慮が必要である。
環境への影響

周辺は農地が主体となっている。用地の確保

開会の言葉を述べる大山市長


